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コ ラ ム

大
お お

相
ず

撲
も う

の第 22代横綱 56連勝の大
だ い

記
き

録
ろ く

呉
くれ

羽
は

小学校に 相撲場を寄
き

付
ふ

　しこ名は板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

が故
こ

郷
きょう

の立山
にちなんで「太

た

刀
ち

山
やま

峰
みね

右
え

衛門
もん

」と
命名しました。「太刀山」は立山の
古い呼

よ

び方です。太刀山はけいこ
に励

はげ

み、「 突
つ

っ張
ぱ

り」と「吊
つ

り」を得
とく

意
い

とする力士に育っていきました。
　太刀山は1900（明治33）年５
月場所に幕

まく

下
した

で初
はつ

土
ど

俵
ひょう

を踏
ふ

みまし
た。けいこに励んでめきめき力を
つけ、負け越

こ

しなしでスピード出
世し、1905（明治38）年５月場

　太
た

刀
ち

山
やま

は本名を老
おい

本
もと

弥
や

次
じ

郎
ろう

とい
います。婦

ね

負
い

郡
ぐん

吉
よし

作
づくり

村
むら

（現
げん

富山市）
で農業と製

せい

茶
ちゃ

業
ぎょう

を 営
いとな

む家の二男
に生まれました。
　小さいときから大きな体

たい

格
かく

で力

　次の場所も優
ゆう

勝
しょう

し、太
た

刀
ち

山
やま

は連
れん

続
ぞく

優勝を果
は

たしました。このとき、
太刀山は第22代横

よこ

綱
づな

に推
お

され、正
横綱となりました。
　この時期は大

おお

相
ず

撲
もう

で越
えっ

中
ちゅう

出身力
士が活

かつ

躍
やく

した時代でした。1912（明
治45）年１月場所の番付を見ると、
横綱に太刀山、梅

うめ　が　たに

ヶ谷、小
こ

結
むすび

に玉
たま

椿
つばき

、前
まえ

頭
がしら

に 緑
みどり

島
しま

、黒
くろ

瀬
せ

川
がわ

、寒
かん

玉
たま

子
ご

という力士が名を連
つら

ねています。
　太刀山は1918（大正７）年1月
場所を最

さい

後
ご

に引
いん

退
たい

するまで、優勝が
大
おお

関
ぜき

で２回、横綱で７回、合わせて
９回ありました。この間43連

れん

勝
しょう

の
あと１敗して連勝が途

と

切
ぎ

れたもの
の、次の日からまた56連勝すると
いう記

き

録
ろく

を残
のこ

しています。幕
まく

内
うち

の通
算の成

せい

績
せき

は195勝27敗で 勝
しょう

率
りつ

はお
よそ88％でした。横綱になってか
らの14場所では84勝して３敗しか
せず、96. ５％の勝率を誇りました。
　太刀山は1917（大正６）年１月
場所（当時は10日間）で９勝１敗の
好
こう

成
せい

績
せき

でしたが、優勝を逃
のが

し、この

ころから力の限
げん

界
かい

を感じ始めます。
そして次の年の１月場所の後に引

いん

退
たい

しました。40歳
さい

になっていました。
　1940（昭和15）年、太刀山が故

こ

郷
きょう

の西
にし

呉
くれ

羽
は

村
むら

へ寄
き

付
ふ

したお金で呉
羽小学校に「相

す

撲
もう

殿
でん

」が建
けん

設
せつ
され、

現在も使われています。呉羽地区で
は、今でも相撲や柔道が盛

さか

んです。

・やると決めたことは、精
せ い

一
い っ

杯
ぱ い

努
ど

力
りょく

する
・だれにも負けない特

と く

技
ぎ

をもつ
・故

こ

郷
きょう

に感
か ん

謝
し ゃ

の気持ちをもつ

村で評
ひ ょ う

判
ば ん

の力持ちの大男

めきめきと力をつけて初
は つ

優
ゆ う

勝
し ょ う

 ＊仏壇返し【ぶつだんがえし】　正式名
めい

称
しょう

は「呼
よ

び戻
もど

し」。両力士が互
たが

いに四
よ

つに組み、互いにまわしをつかんだ 状
じょう

態
たい

から、上
うわ

手
て

投
な

げのように片
かた

方
ほう

の手で相手のまわしを引き、相手力士が踏
ふ

ん張
ば

ったところで今度は逆の手を激
はげ

しく突
つ

き返す技です。
 ＊還暦【かんれき】　 数え年で 61 歳

さい

をいう語です。

も強かったので、茶葉を手でもむ
仕事の手

て

伝
つだ

いをさせると良
よ

いお茶
ができたといわれています。18歳

さい

のときに兄が病死したため、家の
跡
あと

を継
つ

ぎました。

所で関
せき

脇
わけ

に昇
しょう

進
しん

しました。
　太刀山は、一

ひと

突
つ

き半
はん

で相手を
土俵の外に跳

は

ね飛
と

ばすことから
「四

し

十
じゅう

五
ご

日
にち

」（一
ひと

月
つき

半
はん

）と呼ばれた
「突っ張り」のほか、大きな身体で
繰
く

り出す「仏
ぶつ

壇
だん

返
がえ

し＊」を得
とく

意
い

技
わざ

にし、
向かうところ敵なしの強さでした。
　大

おお

関
ぜき

になった1909（明治42）
年６月場所と翌

よく

年
ねん

１月場所に連
れん

続
ぞく

して準
じゅん

優
ゆう

勝
しょう

したあと、次の年の６
月場所に初

はつ

優
ゆう

勝
しょう

しました。

無
む

敵
て き

の大
お お

横
よ こ

綱
づ な

として活
か つ

躍
や く

　太
た

刀
ち

山
や ま

は胃
い

腸
ちょう

に病気をもってい
たので、治

ち

療
りょう

のために休場するこ
とも多い力士でした。このため、
当時の力士には珍

めずら

しく食事などに
気を使っていました。
　太刀山は 1937（昭和 12）年、
上野のレストラン・精

せ い

養
よ う

軒
け ん

で赤い
綱
つ な

を締
し

めて、大
お お

相
ず

撲
も う

史
し

上
じょう

初
は じ

めての
還暦＊土俵入りを行いました。健

け ん

康
こ う

を心がけていたからこそ、元気に
還暦を迎

む か

えることができたのです。

元気に還
か ん

暦
れ き

相
ず

撲
も う

を披
ひ

露
ろ う

した
太

た

刀
ち

山
や ま

横
よ こ

綱
づ な

になって故
こ

郷
き ょ う

に恩
お ん

返
が え

しを
太

た

刀
ち

山
や ま

峰
み ね

右
え

衛門
も ん

1877（明治10）年８月15日―1941（昭和16）年４月３日

　弥
や

次
じ

郎
ろう

は20歳
さい

のときの身長は
184.2cm、体重は78.9kgありま
した。1898（明治31）年、大

おお

相
ず

撲
もう

の地方 巡
じゅん

業
ぎょう

が富山で行われた
とき、弥次郎のうわさを耳にした
友
とも

綱
づな

親方から入門を勧
すす

められまし
たが、弥次郎は家の跡

あと

継
つ

ぎだった
ため断

ことわ

りました。
　親方はあきらめきれず、東京へ
帰ってから部屋の後

こう

援
えん

者
しゃ

であった
板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

に協
きょう

力
りょく

を求めました。板

板
い た

垣
が き

退
た い

助
す け

の説
せ っ

得
と く

で入門を決意
垣は富山県知事に働

はたら

きかけ、今度
は知事から父が説

せっ

得
とく

されました。
父親は入門を認

みと

めることにしまし
たが、弥次郎はまだ気乗りがしま
せんでした。
　次に弥次郎は「東京見物にこな
いか」と親方から誘

さそ

われました。
弥次郎が上京すると、親方と板垣
退助が二人がかりで弥次郎を説得
しました。弥次郎はようやく入門
を決意しました。

1877（明治 10）.......................................0 歳
さい

婦
ね

負
い

郡
ぐん

吉
よし

作
づくり

村
むら

の老
おい

本
もと

家に生まれる
1899（明治 32）....................................22 歳
相
す

撲
もう

界
かい

に入り太
た

刀
ち

山
やま

峰
みね

右
え

衛門
もん

と名乗る
1900（明治 33）....................................23 歳
幕
まく

下
した

になり全勝優
ゆう

勝
しょう

する
1905（明治 38）....................................28 歳
関
せき

脇
わけ

になる
1907（明治 40）....................................30 歳
けいこをつけてくれた横

よこ

綱
づな

常
ひた

陸
ち

山
やま

に初
はじ

め
て勝つ
1909（明治 42）....................................32 歳
大
おお

関
ぜき

になる
1911（明治 44）....................................34 歳
22 代目の横

よこ

綱
づな

になる
1916（大正 5）.......................................39 歳
９回目の優勝をする
1918（大正 7）.......................................40 歳
相撲界を引

いん

退
たい

する
1941（昭和 16）....................................63 歳
東京大

おお

久
く

保
ぼ

の自
じ

宅
たく

で脳
のう

出
しゅっ

血
けつ

のため亡
な

く
なる

太
た

刀
ち

山
やま

の誕
たん

生
じょう

地
ち

の碑
ひ
（富山市吉作） 1910（明治 43）年６月の大

おお
角
ず

力
もう

勝負星取表（部
分）（富山市郷土博物館蔵）

新聞社から贈
おく

られた記念の銀
ぎん

杯
ぱい

（富山市立呉羽小学校蔵）

前
まえ

田
だ

利
とし

為
なり

侯
こう

爵
しゃく

らから太
た

刀
ち

山
やま

に贈
おく

られた刀（『太
刀山』より）

太
た

刀
ち

山
やま

の 姿
すがた

を写した版
はん

画
が

（富山市郷土博物館蔵）

太
た

刀
ち

山
やま

の横
よこ

綱
づな

土
ど

俵
ひょう

入り（『太刀山』より）

太
た

刀
ち

山
やま

が入門したときの写真（『太刀山』より）


